
 

 

各  

当社は

期業績予想を下記の通り修正

 

１.通期

2019

 

前回予想（Ａ）

今回修正（Ｂ）

増減額（Ｂ－Ａ）

増減率（％）

（ご参考）前期実績

（2018

２．修正の理由

2019

て推移したものの、

ールが中国市場におけるキャッシュレス化の影響を受けたことに

開の遅れが生じたこと

利益面につきまして

びコスト削減効果等により

には至らず、

る見通しとなりました。

 

〔注〕以上の業績予想は、現時点で入手可能な情報による判断及び仮定に基づき算定しており、リスクや不確定要素の

 

  位                  

当社は、2019年６月

業績予想を下記の通り修正

通期業績予想の修正について

2019年６月期通期連結業績予想（

前回予想（Ａ）

今回修正（Ｂ）

増減額（Ｂ－Ａ）

増減率（％） 

（ご参考）前期実績

2018年６月期）

修正の理由 

2019年６月期の通期連結業績予想に関しまして

て推移したものの、

ールが中国市場におけるキャッシュレス化の影響を受けたことに

開の遅れが生じたこと

利益面につきまして

コスト削減効果等により

には至らず、営業利益、

る見通しとなりました。

〔注〕以上の業績予想は、現時点で入手可能な情報による判断及び仮定に基づき算定しており、リスクや不確定要素の

変動及び経済情勢等の変化により、実際の業績と本開示内容における見通しとは異なる可能性があります。

                  

2019年６月期通期連結

年６月末日に

業績予想を下記の通り修正

業績予想の修正について

月期通期連結業績予想（

売上高

前回予想（Ａ） 

今回修正（Ｂ） 

増減額（Ｂ－Ａ） 

  

（ご参考）前期実績 

月期） 

 

の通期連結業績予想に関しまして

て推移したものの、テレマティクス車載機の販売

ールが中国市場におけるキャッシュレス化の影響を受けたことに

開の遅れが生じたことにより

利益面につきましては、売上構成の変化やグループ全体で取り組んでいる事業効率化及

コスト削減効果等により、

営業利益、経常利益

る見通しとなりました。 

〔注〕以上の業績予想は、現時点で入手可能な情報による判断及び仮定に基づき算定しており、リスクや不確定要素の

変動及び経済情勢等の変化により、実際の業績と本開示内容における見通しとは異なる可能性があります。

                  

年６月期通期連結

における業績の動向等を踏まえ、

業績予想を下記の通り修正することに致しましたので

業績予想の修正について 

月期通期連結業績予想（2018

売上高 

2,152 

1,876 

△276 

 △12.8 

2,091 

の通期連結業績予想に関しまして

テレマティクス車載機の販売

ールが中国市場におけるキャッシュレス化の影響を受けたことに

により、売上高は前回予想を下回る

売上構成の変化やグループ全体で取り組んでいる事業効率化及

、利益率は向上しましたが売上高の落ち込みをカバーするまで

経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益は前回予想を下回

〔注〕以上の業績予想は、現時点で入手可能な情報による判断及び仮定に基づき算定しており、リスクや不確定要素の

変動及び経済情勢等の変化により、実際の業績と本開示内容における見通しとは異なる可能性があります。

                   会社名

代表者名

問合せ先

年６月期通期連結業績予想の修正に関するお知らせ

 

業績の動向等を踏まえ、

することに致しましたので

記 

2018年７月１日～

営業利益 

136 

131 

△5 

 △3.7 

131 

の通期連結業績予想に関しまして、

テレマティクス車載機の販売が

ールが中国市場におけるキャッシュレス化の影響を受けたことに

売上高は前回予想を下回る

売上構成の変化やグループ全体で取り組んでいる事業効率化及

利益率は向上しましたが売上高の落ち込みをカバーするまで

及び親会社株主に帰属する当期純利益は前回予想を下回

〔注〕以上の業績予想は、現時点で入手可能な情報による判断及び仮定に基づき算定しており、リスクや不確定要素の

変動及び経済情勢等の変化により、実際の業績と本開示内容における見通しとは異なる可能性があります。

会社名 株式会社

代表者名 代表取締役社長

問合せ先 役職・氏名

グループ管理

 

業績予想の修正に関するお知らせ

業績の動向等を踏まえ、2018

することに致しましたのでお知らせいたします。

日～2019年６

経常利益

 136

 13

 △

  △2.

 133

、カーシェア車載機は販売計画を上回っ

が減少したこと

ールが中国市場におけるキャッシュレス化の影響を受けたことに

売上高は前回予想を下回る見通しとなりました。

売上構成の変化やグループ全体で取り組んでいる事業効率化及

利益率は向上しましたが売上高の落ち込みをカバーするまで

及び親会社株主に帰属する当期純利益は前回予想を下回

〔注〕以上の業績予想は、現時点で入手可能な情報による判断及び仮定に基づき算定しており、リスクや不確定要素の

変動及び経済情勢等の変化により、実際の業績と本開示内容における見通しとは異なる可能性があります。

株式会社 ユビテック

代表取締役社長

（JASDAQ

役職・氏名 

グループ管理部 部長

電  話   

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

2018年８月10

お知らせいたします。

６月30日） 

経常利益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益

136 

132 

△4   △

2.9  △1

133 

カーシェア車載機は販売計画を上回っ

ことや紙幣鑑別センサモジュ

ールが中国市場におけるキャッシュレス化の影響を受けたことに加え、一部の新製品に展

見通しとなりました。

売上構成の変化やグループ全体で取り組んでいる事業効率化及

利益率は向上しましたが売上高の落ち込みをカバーするまで

及び親会社株主に帰属する当期純利益は前回予想を下回

〔注〕以上の業績予想は、現時点で入手可能な情報による判断及び仮定に基づき算定しており、リスクや不確定要素の

変動及び経済情勢等の変化により、実際の業績と本開示内容における見通しとは異なる可能性があります。

2019年７月

ユビテック 

代表取締役社長 荒 木 克

JASDAQ・コード6662

 

部長 手 塚 

 03－5447－

 

10日に公表した

お知らせいたします。 

 

（単位：百万

親会社株主

に帰属する 

当期純利益 

1 株当たり

当期純利益

102 6 円

88 6 円

△14 

△13.7 

138 9 円

カーシェア車載機は販売計画を上回っ

紙幣鑑別センサモジュ

一部の新製品に展

見通しとなりました。 

売上構成の変化やグループ全体で取り組んでいる事業効率化及

利益率は向上しましたが売上高の落ち込みをカバーするまで

及び親会社株主に帰属する当期純利益は前回予想を下回

〔注〕以上の業績予想は、現時点で入手可能な情報による判断及び仮定に基づき算定しており、リスクや不確定要素の

変動及び経済情勢等の変化により、実際の業績と本開示内容における見通しとは異なる可能性があります。

 

月26日 

克 彦 

6662） 

 佑 介 

－6731 

公表した通

（単位：百万円） 

株当たり 

当期純利益 

円 98 銭 

円 04 銭 

－ 

－ 

円 45 銭 

カーシェア車載機は販売計画を上回っ

紙幣鑑別センサモジュ

一部の新製品に展

売上構成の変化やグループ全体で取り組んでいる事業効率化及

利益率は向上しましたが売上高の落ち込みをカバーするまで

及び親会社株主に帰属する当期純利益は前回予想を下回

〔注〕以上の業績予想は、現時点で入手可能な情報による判断及び仮定に基づき算定しており、リスクや不確定要素の

変動及び経済情勢等の変化により、実際の業績と本開示内容における見通しとは異なる可能性があります。 

以上 


